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ち
回
り
で
、
毎
年
五
月
の
連
休
を

利
用
し
て
一
泊
二
日
で
開
催
さ
れ

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
イ
ン
セ
ミ

で
出
会
っ
て
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル

も
何
組
も
い
ま
す
し
、
ず
っ
と
後

年
に
な
っ
て
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
場
で
再
会
し
、

旧
交
を
暖
め
る
と
い
う
機
会
も
あ

り
ま
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
の
各

神
学
校
に
は
、
現
在
以
上
に
エ

キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
交
流
が
あ
っ
た

私
は
一
九
六
七
年
に
東
京
神
学

大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
今
か
ら

約
五
〇
年
前
、
日
本
基
督
教
団
の

「
戦
争
責
任
告
白
」
が
鈴
木
正
久

議
長
名
で
公
表
さ
れ
た
年
の
春
で

し
た
。
そ
の
頃
、
各
神
学
校
の
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
イ
ン
タ
ー
セ
ミ

ナ
リ
ー
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
略

称
「
イ
ン
・
セ
ミ
」）
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
神
学
校
の

枠
を
超
え
て
、
神
学
生
た
ち
の
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自
主
的
に
運
営

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

日
本
基
督
教
団
の
各
神
学
校
だ

け
で
な
く
、
覚
え
て
い
る
限
り
で

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
、
ル
ー

テ
ル
神
学
校
、
聖
公
会
神
学
院
な

ど
も
参
加
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
は
神
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
各
神
学
校
の

看
板
教
授
た
ち
が
、
実
行
委
員
会

が
設
定
し
た
主
題
に
つ
い
て
発
題

し
、
刺
激
的
な
議
論
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
親
睦
の
た
め

に
神
学
校
対
抗
野
球
大
会
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
各
神
学
校
の
後
援
の

も
と
、
す
べ
て
神
学
生
た
ち
の
自

主
的
な
運
営
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
東
京

神
学
大
学
の
場
合
も
、
学
生
自
治

会
の
も
と
に
イ
ン
・
セ
ミ
実
行
委

員
会
が
組
織
さ
れ
、
各
神
学
校
持

降
は
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
の
責
任

に
お
い
て
、
毎
年
三
月
に
二
泊
三

日
の
日
程
で
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

実
施
さ
れ
、
今
年
で
第
一
〇
回
を

迎
え
ま
し
た
（
通
算
の
参
加
神
学

生
は
計
一
五
〇
名
を
越
え
ま
す
）。

各
教
派
と
も
、
教
勢
の
停
滞
や

様
々
な
困
難
の
中
で
内
向
き
に

な
っ
て
い
る
現
在
の
キ
リ
ス
ト
教

界
の
中
で
、
一
〇
年
に
わ
た
っ
て

継
続
さ
れ
て
来
た
こ
の
神
学
生
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の
時
代
を

担
う
神
学
生
た
ち
の
出
会
い
の

場
、
そ
し
て
共
同
の
学
び
の
経
験

と
し
て
少
な
か
ら
ぬ
意
義
が
あ
る

と
考
え
て
来
ま
し
た
。
第
一
回
の

講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
荒
井
献

先
生
が
、
そ
の
感
想
に
「
こ
の
と

こ
ろ
こ
の
国
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に

つ
い
て
悲
観
的
な
印
象
を
懐
い
て

い
た
が
、
こ
の
神
学
生
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
久
し
ぶ
り

に
希
望
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ

た
」
と
言
わ
れ
た
の
が
印
象
的
で

す
。私

は
、
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
運

営
委
員
長
と
し
て
、
校
長
を
お
願

い
し
て
き
た
関
田
寛
雄
先
生
と
共

に
、
こ
の
一
〇
年
間
、
神
学
生
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
を
負
っ
て

来
ま
し
た
が
、
世
代
交
代
で
来
年

か
ら
は
次
の
担
当
者
に
交
代
し
ま

す
。次

回
か
ら
は
新
校
長
・
神
田
健

次
先
生
（
関
西
学
院
神
学
部
名
誉

教
授
）
の
も
と
、
新
し
い
ス
タ
ッ

フ
に
よ
っ
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

さ
ら
に
継
続
さ
れ
て
行
き
ま
す
。

そ
の
歩
み
と
、
参
加
さ
れ
る
神
学

生
た
ち
に
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送

り
ま
す
。

な
お
、
第
一
回
か
ら
第
一
〇
回

ま
で
の
講
師
の
主
題
講
演
を
編
集

し
直
し
て
、
近
く
新
教
出
版
社
か

ら
刊
行
の
予
定
で
す
。
ご
期
待
下

さ
い
。

�

（
日
本
基
督
教
団
千
代
田
教
会
牧
師
）

の
で
す
。

一
九
七
〇
年
の
イ
ン
セ
ミ
の
当

番
校
は
同
志
社
神
学
部
で
し
た
。

そ
れ
が
そ
の
当
時
の
大
学
紛
争
の

あ
お
り
を
受
け
て
、
中
止
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
以
来
、
イ
ン

セ
ミ
は
解
体
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

今
か
ら
一
二
年
前
、
日
本
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
東
西

活
動
セ
ン
タ
ー
の
合
同
研
修
会
が

行
わ
れ
、
次
時
代
の
フ
ラ
ッ
グ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
に
つ
い
て

協
議
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
今
は
な
き
イ
ン
セ
ミ
に

代
わ
っ
て
、
神
学
生
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
案
し
た
の
で
す
。
幸
い

に
も
大
方
の
賛
同
を
得
て
、以
来
、

最
初
の
内
は
関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

と
関
西
活
動
セ
ン
タ
ー
が
交
互
に

責
任
を
負
う
仕
方
で
、
第
五
回
以

神
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
〇
年
の
歩
み

�
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長 　

�

戒
能　

信
生　
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当財団の２０１8年度の事業活動は、以下の通りである。
１．事業の推進
１）公益目的事業
（１）関東活動センター、関西セミナーハウス活動

センター
①フォーラム事業及び研修・セミナー・体験交流
事業を継続し、発展させた。
②アカデミー運動の理念に従って今日的な社会の
課題に対する認識を深め、それにふさわしい新
規プログラムの開発に取り組んだ。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、関西セミナー
ハウス活動センターの公益目的事業に施設を提
供した。
②当財団の目的達成に資する諸団体が行う公益目
的事業を支援するため、宿泊施設及び会議場を
諸宗教団体、労働組合、文化・社会活動団体、
教育機関・学会・研究会等に供した。

（３）広報活動
①関東活動センター、関西セミナーハウス活動セ
ンター及び関西セミナーハウスの活動状況につ
いて、機関紙「はなしあい」、ウェッブサイト
等によって継続的に情報を発信した。
②機関紙、ウェッブサイト等により、年度事業計

画、収支予算、事業報告、決算報告、その他当
財団に関する情報を公開した。

２）収益事業
（１）関西セミナーハウス

公益目的利用外の一般利用者、企業等への宿
泊研修施設の貸出を行い、その収益の一部を
公益活動に資した。

（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所用物件の一部を貸与し、
その収益を公益活動に資した。

２．事業運営推進
公益目的事業の推進に当たっては、継続的事業、新
規プログラムを問わず、予算計画を持ち、必要財源を
確保しつつ、安定的継続可能な運営を行った。

３．賛助会員、寄附金
公益法人への寄付により受けられる税制優遇措置を
活用し、アカデミー運動を支援する賛助会員および寄
附者からの支援を仰いだ。

４．財団の財政健全化
日本キリスト教会館関連資産の運用益及び関西セミ
ナーハウス収益の一部を原資として、２０１８年から
１０年で運用基金を１億円の水準まで戻す財団財政の
健全化の計画を立てた。

貸 借 対 照 表
2019 年 3月31日現在

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー （単位：円）　

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部
　１．流動資産 30,973,812 29,040,918 1,932,894
　２．固定資産
　　　　（１）基本財産 12,000,000 12,000,000 0
　　　　（２）特定資産 56,968,414 49,724,604 7,243,810
　　　　（３）その他固定資産 321,012,472 331,972,480 △ 10,960,008
　　　　固定資産合計 389,980,886 393,697,084 △ 3,716,198
　　　　資産合計 420,954,698 422,738,002 △ 1,783,304
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債 10,533,648 10,885,534 △ 351,886
　２．固定負債 20,045,028 21,713,828 △ 1,668,800
　　　　負債合計 30,578,676 32,599,362 △ 2,020,686
Ⅲ　正味財産の部
　１．一般正味財産 390,376,022 390,138,640 237,382
　　　　　（うち基本財産への充当額） （                12,000,000） （                12,000,000） （                                  0）
　　　　　（うち特定資産への充当額） （                36,923,386） （                28,010,776） （                  8,912,610）
　　　　正味財産合計 390,376,022 390,138,,640 237,382
　　　　負債及び正味財産合計 420,954,698 422,738,002 △ 1,783,304

公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー
２０１8年度事業報告（総括）
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独
自
の
企
画
を
ど
う
打
ち
出
す

か
、
と
あ
れ
こ
れ
考
え
た
。「
こ

こ
ろ
の
悩
み
」
と
い
う
こ
と
で
は

ど
う
か
、
宗
教
界
の
間
違
い
を
暴

き
出
す
の
は
ど
う
か
、
な
ど
と
い

う
懸
念
が
頭
を
か
す
め
も
し
た
そ

う
だ
。

あ
る
時
、
先
輩
の
ひ
と
り
か
ら

「
仏
教
界
に
お
け
る
女
性
差
別
」

を
取
り
上
げ
て
は
、と
言
わ
れ
た
。

当
た
っ
て
見
る
と
、「
女
性
差

別
」
が
あ
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

仏
教
界
は
「
女
性
」
自
体
を
視
野

に
入
れ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ

と
に
も
、
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

「
坊
守
」（
ぼ
う
も
り
）
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
寺
や
坊
舎
の
番
人

の
こ
と
を
い
う
の
が
本
来
の
意

味
。
浄
土
真
宗
で
は
伝
統
的
に
住

職
の
妻
の
こ
と
を
「
坊
守
」
と
呼

ぶ
。
そ
の
「
坊
守
」
た
ち
が
「
女

性
差
別
」
反
対
に
立
ち
上
が
っ
て

い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
、
と
話
さ

れ
た
。

そ
の
よ
う
な
日
々
を
過
ご
す
う

ち
に
定
年
を
迎
え
、
２
年
間
を
嘱

託
と
し
て
過
ご
し
た
菅
原
さ
ん

は
、
２
０
０
３
年
退
社
。
そ
の

後
、
東
京
医
療
保
険
大
学
教
授
、

早
稲
田
大
、
東
京
女
子
大
、
立
教

大
な
ど
の
非
常
勤
講
師
を
経
て
、

２
０
１
７
年
か
ら
は
公
益
社
団
法

人
「
在
家
仏
教
協
会
」
理
事
長
を

務
め
ら
れ
て
い
る
。

「
宗
教
」と「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

に
は
矛
盾
が
あ
る
、
と
見
る
菅
原

さ
ん
。
宗
教
を
愚
か
な
も
の
、
怪

し
い
も
の
、
と
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
」
は
決
め
つ
け
る
が
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
側
に
も
、
実
存
的
な

も
の
を
学
ぶ
と
い
う
勉
強
が
足
り

な
い
の
で
は
、
と
言
わ
れ
る
。
人

間
そ
の
も
の
へ
の
探
求
が
欠
け
て

い
る
、
と
。

「
最
近
の
宗
教
報
道
に
想
う
」

の
具
体
例
を
、
と
問
わ
れ
て
、
菅

原
さ
ん
が
「
も
う
現
役
で
は
な
い

か
ら
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
語
ら

れ
た
の
は
、「
宗
教
」
と
「
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
」
と
並
べ
て
見
る
こ
と

自
体
に
、
矛
盾
を
感
じ
る
、
と
。

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」に
は
、「
宗

教
」
を
初
め
か
ら
愚
か
な
も
の
、

怪
し
い
も
の
と
決
め
つ
け
て
か
か

る
傾
向
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
宗
教
界

が
抱
え
る
「
間
違
い
」
を
暴
き
出

す
こ
と
に
熱
心
に
な
り
が
ち
。
た

だ
そ
れ
で
は
宗
教
自
体
を
否
定
す

る
こ
と
に
傾
き
や
す
い
、
と
感
じ

ら
れ
る
そ
う
だ
。

そ
れ
は
、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

に
携
わ
る
人
た
ち
に
は
、
実
存
的

な
も
の
を
学
ぶ
こ
と
へ
の
関
心
が

薄
い
と
言
う
よ
り
、「
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
自
体
が
「
実
存
」
な
ど

に
無
関
心
な
存
在
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。「
人
間
」、
さ
ら
に
は

「
弱
い
人
間
」
そ
れ
自
体
を
探
索

す
る
と
い
う
発
想
が
「
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
」
に
は
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
思
わ
れ
る
よ
う
だ
。

今
日
、
宗
教
界
に
身
を
置
く
も

の
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
を
見

る
と
、
そ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
人

が
時
代
遅
れ
に
見
え
る
、
と
語
る

菅
原
さ
ん
。

質
疑
応
答
の
時
間
で
も
、
話
題

は
そ
こ
に
集
中
し
た
。

「
教
会
に
高
齢
者
が
多
い
こ
と

は
確
か
。
そ
れ
で
教
会
が
時
代
遅

れ
と
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
」「
教

会
の
形
式
や
内
容
が
時
代
遅
れ
と

言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
を
欲
す
る
人

が
集
ま
っ
て
来
る
の
を
簡
単
に
問

題
視
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い

か
」「
若
い
人
た
ち
が
キ
リ
ス
ト

教
に
関
心
を
抱
い
て
も
、
教
会
を

訪
ね
よ
う
と
は
ま
ず
思
わ
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
若
者
を
引
き
付
け
る

こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
だ
し
、
引

き
付
け
よ
う
と
も
思
わ
な
い
」
な

ど
の
感
想
が
参
会
者
か
ら
述
べ
ら

れ
た
。

さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
元

院
長
に
よ
る
著
作
・
論
文
の
捏
造
、

「
聖
書
協
会
共
同
訳
」
が
抱
え
る

課
題
な
ど
に
ま
で
話
が
広
が
っ

た
。報

告
＝
郡
⼭
千
⾥
（
関
東
活
動

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
、
世
界
キ

リ
ス
ト
教
情
報　

主
宰
）

菅
原
伸
郎
さ
ん
は
１
９
４
１
年

生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
時
代
は
演

劇
サ
ー
ク
ル
に
熱
心
で
、
い
ざ
就

職
と
な
っ
て
、
在
学
中
の
学
業
成

績
を
問
わ
れ
な
い
の
は
報
道
関
係

だ
と
聞
き
、
試
験
日
の
重
な
ら
な

い
と
こ
ろ
を
数
社
見
つ
け
て
受

験
、
結
局
、
朝
日
新
聞
社
に
記
者

職
と
し
て
採
用
さ
れ
た
そ
う
だ
。

朝
日
で
は
ま
ず
支
局
に
出
さ
れ

る
。
最
初
は
山
形
支
局
、
続
い
て

松
江
支
局
、
大
阪
本
社
、
仙
台
支

局
、
東
京
本
社
と
続
き
、
ま
た
大

阪
本
社
に
戻
り
、
学
芸
部
で
映
画

を
担
当
し
た
。
取
材
で
出
か
け
た

京
都
・
太
秦
の
撮
影
所
の
こ
と
を

印
象
深
く
思
い
出
す
、
と
言
わ
れ

る
。
大
学
時
代
の
演
劇
熱
が
今
な

お
冷
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。初

め
は
言
い
な
り
だ
っ
た
異
動

だ
が
、
や
が
て
本
人
に
い
く
つ
か

案
を
示
し
て
選
ば
せ
る
日
が
来

る
。
現
役
記
者
生
活
も
終
わ
り
が

近
づ
い
て
い
る
の
を
感
じ
る
時

だ
。
菅
原
さ
ん
は
「
こ
こ
ろ
」
の

ペ
ー
ジ
編
集
長
に
な
っ
た
。
部
下

３
人
。
別
の
部
署
を
選
ん
で
い
た

ら
、
１
０
０
人
も
の
大
所
帯
だ
っ

た
の
に
、
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た

と
か
。

記
者
と
し
て
長
年
経
験
を
積
ん

で
は
い
て
も
、
編
集
長
と
し
て
、

新
聞
が
「
こ
こ
ろ
」
を
取
り
上
げ

て
ペ
ー
ジ
を
作
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
文
化
面
や
学
芸
面
が
あ

る
中
で
、「
こ
こ
ろ
」
の
ペ
ー
ジ
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０
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関
東
フ
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「
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ー
ナ
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そ
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本
音
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語
る
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第
１
回

　

菅
原
伸
郎
さ
ん
に
聞
く

 

「
最
近
の
宗
教
報
道
に
想
う
」

�

元
朝
⽇
新
聞
論
説
委
員
、
⼤
阪
本
社
学
芸
部
⻑
、「
こ
こ
ろ
」

編
集
⻑
。
現
在
、
公
益
社
団
法
⼈
「
在
家
仏
教
協
会
」
理
事
⻑　

菅
原　

伸
郎
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ん

２
０
１
９
年
６
月
２
８
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金
）

会
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東
京
・
⻄
早
稲
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ス
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ａ
」
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◆関東活動センター
■2019年度関東フォーラム 宗教対話Ⅰ
「日本キリスト教史を読む」Ⅲ　　
（昭和篇全 7回）
講　師：	戒能　信生さん（日本基督

教団千代田教会牧師）
第 3回「木俣敏 農村伝道と伝道圏
伝道に尽くした生涯」
日　時：	7月11日（木）14：00～16：00
第 4回「戦争責任告白を担った鈴
木正久の生涯と信仰」
日　時：	9月12日（木）14：00～16：00
会　場：	早稲田奉仕園セミナーハウ

ス 101 号室
参加費：	1 回 500 円
■2019年度聖書を読む講座
新しい聖書の学び「マルコ福音書を
ジックリと読む」（第２期）（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	2019年4月～2020年2月
（8月休会）

		  第2火曜 18：30～20：00
		  ④7月9日、⑤9月10日
会　場：	早稲田奉仕園スコットホー

ル 222
参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園
■2019 年度 研究会
「さらに豊かな礼拝のために～言葉
を届けるトレーニング」（全 10回）
講　師：	友野 富美子さん（日本キ

リスト教団吉祥寺教会担任
教師）

日　時：	2019年5月～2020年3月

（8月休会）
		  第3火曜 18：00～20：00
		  ③7月16日、④9月17日
会　場：	日本基督教団巣鴨ときわ教会
参加費：	1 回 1,200 円
◆関西セミナーハウス
■月釜　清心会
日　時：	2019年10月13日
		  （7～9月休会）
		  日曜9：00～15：00 受付
於：関西セミナーハウス
年会費：	4,000円、臨時会費1,000円
◆関西セミナーハウス活動センター
■2019年度お茶のこころと宗教のこころ
「聖書をいっしょに読みましょう」
（全 8回）
座　長：	榎本　栄次さん（日本基督

教団牧師）
日　時：	2019年4月～12月（8月除

く）第1または第2月曜
		  13：30～16：30
		  ④7月1日、⑤9月2日
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	1 回1,500 円　学生500 円

（抹茶含む）
定　員：	20 名
■2019 年度開発教育セミナー
第 2回「パレスチナ問題はなぜ解
決しないのか？〜その始まりとこれ
からを考える〜」
講　師：	役重 善洋さん（パレスチナ

の平和を考える会事務局長）
日　時：	2019年7月20日（土）

		  16：00～21日（日）12：00
第 3回「多様性が生きる社会 ～人
権としての言語から考える〜」
講　師：	木村 護郞クリストフさん

（上智大学外国語学部ドイ
ツ語学科教授）

日　時：	2019年9月7日（土）
		  16：00～8日（日）12：00
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	10,500 円（1 泊 2 食 込 ）

京都市宿泊税 200 円別
■2019 年度修学院フォーラム「社会」
＜平和を考える ２＞
第 2回 ｢憲法９条と自衛隊─両立か
対立か―」
講　師：	松竹 伸幸さん（編集者・

ジャーナリスト、「自衛隊
を活かす会」事務局長）

日　時：	2019年7月27日（土）
		  13：30～17：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	2,300 円　 学 生 1,000 円

（コーヒー付）
＜平和を考える ３＞
第 3回 ｢日米地位協定と九条、そし
て自衛隊」
講　師：	伊勢崎 賢治さん（東京外

国語大学大学院教授）
日　時：	2019年8月31日（土）
		  13：30～17：30
会　場：	関西セミナーハウス
参加費：	2,300 円　 学 生 1,000 円

（コーヒー付）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

2019 年 5 月１日～ 5 月 31 日
� （順不同・敬称略 )
◆関西セミナーハウス
寄付金

武藤　高司� 10,000
牛尾　宣夫� 10,000

◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費

斉藤　洋子	 5,000
松岡　蓉子	 5,000
医療法人わたなべクリニック� 10,000
日野　多栄子	 3,000
藤倉　寿美子	 3,000
松田　光代	 5,000
殿村　元一	 5,000
相浦　和生	 3,000
株式会社こころ� 10,000
田辺　信子	 5,000
陶村　世佳子	 5,000
東　千代	 5,000
織田　雪江	 5,000
岡山　孝太郎	 5,000
湖月　美和	 5,000
佐藤　友紀	 5,000
山岡　義生	 5,000
宇野　稔	 5,000

上田　圭子	 5,000
橘　俟子	 60,000
多木　秀雄	 5,000
菅　恒敏	 5,000
比嘉　美智子	 5,000
竹中　百合子	 5,000
佐々木　紘児	 5,000

寄付金
川北　かおり	 10,000
藤田　恭子	 5,000
林　律	 10,000
高橋　望	 1,000
松本　圭子	 5,000
山添　みどり	 3,000
楠葉コイノニア教会	 5,000
酒井　哲雄	 3,000
NPO 法人沢内伯楽� 5,000
東　千代	 1,000
山﨑　和明	 2,520
内藤　弘子	 10,000
坪野　えり子	 3,000
山岡　義生	 5,000
家形　日出	 10,000
堤　龍春	 5,000
北野　宗香	 5,000
�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告


